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2023年10月28日（土）― 11月26日（日） 

吉本直子 

注目作家紹介プログラム － チャンネル 14  

Yoshimoto Naoko: Singing for Life –  Clothes, Traces and Prayer 

いのちをうたう ― 衣服、痕跡、その祈り 
 

Spotlight Artist Showcase – Channel 14  

《白の棺》2021 年  
white coffin, 2021 
 

観覧無料 
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「注目作家紹介プログラム チャンネル」は、兵庫県立美術館が 2010 年度 
より毎年度開催してきたシリーズ展です。担当学芸員が今こそご紹介したい 
と考える注目作家を取り上げ、同時代を生きる作家と来館者とがさまざまな

「チャンネル」を通して出会う機会になることを目指しています。 
 
2023 年度の第 14 回展では吉本直子の個展を開催します。 

注目作家紹介プログラム 「チャンネル」とは？ 

兵庫県出身で県内を拠点に世界的に活躍する吉本直子の兵庫県の美術館初の個展です。これまでの代表作
から最新作まで作者の制作の全体像をご紹介します。 
 

本展のみどころ 

人間の命の存在、その生と死を感じさせる吉本の作品を通して、コロナ禍を経た私たちが改めて静かに自
らの生命に向き合うとともに、その向こうに未来への希望を感じていただく機会となることを目指しま
す。 

兵庫県の姉妹都市であるオーストラリアのパースに拠点を置く Co3 コンテンポラリー・ダンス・オース
トラリアの全面的な協力を得て、吉本との共作であるダンス映像「アーカイブス・オブ・ヒューマニティ」
を上映します。会期中の３日間は当館のミュージアムホールにて上映会を開催します。 
 

吉本がコロナ禍に実施した、自分の古着を使って鳥を作るワークショップ「ザ・バードメーカーズ・プロ
ジェクト」を会期中に開催し、その成果物を展示に加えることで、世界中の参加者と今回のワークショッ
プの参加者がつながる展覧会にします。 

芸術家が作品を発表する機会が失われ、海外との交流も断たれたコロナ禍の芸術活動を紹介することで、
この時代の記録を共有し、その記憶を未来へと継承します。 

✔ 兵庫県の美術館初の個展 

✔ コロナ禍を経た今だからこそ感じる命の重みと輝き 

✔ オーストラリアのコンテンポラリーダンスカンパニーCo3 との協働制作のダンス映 
  像を上映 

✔ 古着で鳥を作るワークショップ「ザ・バードメーカーズ・プロジェクト」を開催 

✔ コロナ禍の芸術活動を記録し、その記憶を未来へつなげる 
 

作家の言葉 

“ 展覧会タイトルは「いのちをうたう―衣服、痕跡、その祈り」です。着用者それぞれの生きた時間、記
憶、歴史を目には明らかではない痕跡としてとどめた衣服。それを素材として制作した立体は、耳には聞
こえない叫び、願い、祈りを放っているように思えます。今を生きる無数の人々の生に思いを馳せ、個々
の祈りが共生の祈りとなって響く空間を制作したいと思っています。” 



  

3 

プレスリリース日：2023年9月6日 
2023年10月13日更新 
2023年11月1日更新 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

展覧会概要 

吉本直子（1972- ）は兵庫県の加西市出身で西脇市在住の現代美術家です。 
吉本は、心理学者の河合隼雄に憧れ、京都大学教育学部教育心理学科に進学しました。卒業後は臨床心
理士になる道もありましたが、インドを旅する中で、優れた染織工芸品と出会い、祈りと生活が共存す
る世界に感銘を受けます。 
私たちにとって最も身近な布である衣服は、長く着用するほど、汗や皮脂などの生きた痕跡が残ります。
その時、衣服は単なる布を超え記憶を記録する媒体となります。そこに着目した吉本は、自らが使用し
た布を用いた作品を発表し始めました。 
その後、他者の記憶により強く惹かれるようになった吉本は、他者が着用した衣服、とりわけその痕跡
が色濃く残された白い古着を使用するようになりました。方形に圧縮し、のりで固められた多量の白い
シャツは、外観はブロックで作られた建築物のようですが、内側にはシャツの袖の形が残され、生きた
人間の存在を感じさせます。古着を使用した作品の前に立つ時、私たちは人間の生と死に向き合うこと
になるでしょう。 

1《本》2005 年 
the book, 2005 

2《地の残像》2012 年 
remains of the land, 2012 

3《地の残像》2012 年 部分 
remains of the land, 2012, part 
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８《白の棺》2021 年 
white coffin, 2021 

４《鼓動の庭》2012 年 
a Garden echoing with Heartbeats, 2012 
 

６《鼓動の庭》2012 年 部分 
a Garden echoing with Heartbeats, 2012, part 

５《鼓動の庭》2012 年 部分 
a Garden echoing with Heartbeats, 2012,  
part 

７《白の棺》2021 年 
white coffin, 2021 
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2020 年、人と人との関係性が希薄になり、誰もがかつてないほど死を身近なものとして意識した新型コ
ロナウイルスのパンデミックの渦中、吉本は、オーストラリアのパースを拠点とするダンスカンパニー 
Co3 コンテンポラリー・ダンス・オーストラリアと共に新たな作品を制作します。 
ワークショップ「ザ・バードメーカーズ・プロジェクト」（2020 年）では、世界各地の人々が、自身の古
着を使用した鳥の形をしたソフトスカルプチャーを制作しました。 
このワークショップで生み出された 1,500 羽を超える鳥は、翌年に開催されたパースフェスティバルで
のダンス公演「アーカイブス・オブ・ヒューマニティ」（2021 年）の舞台を彩りました。ダンサーたちが
うちひしがれた後、団結して立ち上がっていくパフォーマンスは、コロナ禍で孤立したコミュニティが直
面した危機と、力を合わせて未来に力強く進む人間の姿を想起させます。 
それらの作品を経て、本展では、７メートルを超える天井高を活かし、壁一面に数千枚もの古着を使用し
た立体作品を展示するとともに、新作を交えた立体作品を紹介します。さらに、ホワイエから会場となる
アトリエ１までの空間には、「ザ・バードメーカーズ・プロジェクト」で制作された鳥の作品と参加者の
コメントシートをあわせて展示します。鳥の作品にまつわる参加者ひとりひとりの物語は、コロナ禍のプ
ロジェクトの姿を伝えるでしょう。 
 

また、関連事業として、ミュージアムホールの大画面で「アーカイブス・オブ・ヒューマニティ」を上映
するほか、アーティスト・トークや古着で鳥を作るワークショップ等、作者と触れ合う機会を設けます。 
人間が生きた記憶を留める古着の作品を通して命に向き合い、風に立ち向かい大空に羽ばたく鳥の作品
を通して困難な状況の中にも決して失われない希望の光を感じていただけたら幸いです。 

12「アーカイブス・オブ・ヒューマニティ」（2021 年） 
吉本直子と Co3 コンテンポラリー・ダンス・オーストラリアとの協働 
ARCHIVES OF HUMANITY , 2021 
Collaborative production between Yoshimoto Naoko and Co3 Contemporary Dance Australia. 
 
IMAGE CREDIT: ARCHIVES OF HUMANITY (2021). Co3 Contemporary Dance Australia. Photo: Chris Symes.  
FILM CREDIT: Filming, Direction and Editing by Jessica Russell. 

9（左）、10（中）、11（右） 
「ザ・バード・メーカーズ・プロジェクト」（2020 年）の様子 
吉本直子と Co3 コンテンポラリー・ダンス・オーストラリアとの協働 
THE BIRD MAKERS PROJECT , 2020 
Collaborative production between Yoshimoto Naoko and Co3 Contemporary Dance Australia 
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同時開催の展覧会 
 
・特別展「Perfume COSTUME MUSEUM」 

会期：9 月 9 日（土）～11 月 26 日（日） 
 

・2023 年度コレクション展Ⅱ 
《特集》Welcome！新収蔵品歓迎会 
《小企画》「美術の中のかたち—手で見る造形 遠藤薫 眼と球」  
会期：9 月 9 日（土）－ 12 月 24 日（日） 

  ※障害者手帳等をお持ちの方とその介助の方１名は無料 
  
横尾忠則現代美術館での同時開催展覧会 
・Yokoo in Wonderland―横尾忠則の不思議の国 

会期：9 月 16 日（土）～12 月 24 日（日） 

Ando Gallery（当館 2 階） 
＜入場無料＞ 

作家プロフィール 

1972 年  兵庫県生まれ 
1995 年  京都大学教育学部教育心理学科卒業 
2000 年  川島テキスタイルスクール卒業 
2006 年  文化庁新進芸術家海外留学制度派遣研修員として

イギリスにて研修 
2007 年  ポーラ美術振興財団在外研修員としてイギリスに

て研修 
現在   兵庫県在住 
 

＜主な個展＞ 

2021 年  「祈り」ギャラリーランズエンド（兵庫） 
2017 年  「転生」ヨシアキ・イノウエ・ギャラリー（大阪） 
2016 年  「日々の亡霊」伊勢現代美術館（三重） 
2013 年  「静かな声」yoshiki inoue gallery（大阪） 
2012 年  「吉本直子 Reflection Space―鼓動の庭、APMoA 

   Project、ARCH vol.1 」愛知県美術館（愛知） 
      「melting core 脆弱な被膜」アートスペース感（京

都） 
     「炉心溶融」―TANADA ピースギャラリー（京都） 
2010 年  バーモントスタジオセンター・レッドミルギャラリ 

ー（バーモント、アメリカ） 
2008 年  「伊勢新聞創刊 130 年記念吉本直子展」伊勢現代美 

術館（三重） 
2006 年  ギャラリーNAF（名古屋）、ギャラリーギャラリーex 

（京都） 
1999 年  ギャラリーマロニエ（京都） 
 

＜主なグループ展＞ 

2021 年 「2020 年度第４期コレクション展」愛知県美術館 
2020 年  ダンスカンパニーCo3 Contemporary Dance とのコラボ

レーション「Bird Makers Project」(パース、オーストラ
リア) 

2019 年 「JAPAN UNLIMITED」frei̲raum Q21、ミュージアムクォ
ーター (ウィーン、オーストリア） 

2018 年 「TRAMANDA-過去と未来の糸」─Accademia Albertina 
of Fine Arts (トリノ、イタリア) 

2017 年 「原田の森リニューアルオープン展」原田の森ギャラリー 
     「六本木アートナイト」（東京） 
2015 年  「大地の芸術祭 越後妻有アートトリエンナーレ」（新潟） 
2013 年  「16th DOMANI 明日展 未来を担う芸術家たち―文化庁

芸術家在外研修の成果」国立新美術館（東京） 
2012 年 「現代郷土作家展 吉本直子・久保健史・浅田暢夫」姫路

市立美術館（兵庫） 
2010 年 「京都工芸ビエンナーレ」京都文化博物館（京都） 
        「西宮船坂ビエンナーレ つながる」（兵庫） 
2008 年 「秋のアーティスト・イン・レジデンス展『月下の森』」国

際芸術センター青森 
2009 年 「西宮船坂ビエンナーレ プロローグ」（兵庫） 
2006 年 「京都府美術工芸新鋭選抜展」京都文化博物館（京都） 
2004 年 「Though the surface 表現を通して―日英テキスタイル

コラボレーション」京都国立近代美術館／ジェイムズ・
ホッケイ・ギャラリー、サリーインスティテュート・オ
ブ・アート＆デザイン（ファーンハム、イギリス）ほかイ
ギリス 3 会場巡回 

2002 年 「国際テキスタイルビエンナーレ」オルミュ・バス・ギャ
ラリー（イギリス） 

2000 年 「国際丹南アートフェスティバル」（福井／東京） 
 

＜授賞＞ 

2011 年  京都府文化賞奨励賞 
2009 年  アジアン・アーティスト・フェローシップ 名誉賞（バ

ーモント・スタジオ・センター、アメリカ） 
2006 年  京都府美術工芸新鋭選抜展 美術部門 最優秀賞 
     第 5 回ヴァルセリーナ・アワード グランプリ（イタリ

ア） 

吉本直子（よしもと・なおこ） 

吉本直子 
公式サイトはこちら 
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開催情報                                           

注目作家紹介プログラム―チャンネル 14 

吉本直子 いのちをうたう―衣服、痕跡、その祈り 
   
会   期 2023年10月28日（土）―11月26日（日） 
開館時間 10 時－18 時 
休 館 日 月曜日 
会    場 ギャラリー棟 1 階 アトリエ１ 
観 覧 料 無料 
主    催 兵庫県立美術館 
協    賛 公益財団法人伊藤文化財団 

兵庫県立美術館「芸術の館友の会」 
助    成 公益財団法人中内力コンベンション振興財団 
 
特別協力  

関連イベント 

■ アーティスト・トーク  
日時  ：10 月 28 日（土）14:00－15:00 ※開場は 30 分前から  
会場  ：当館ミュージアムホール 
定員  ：150 名（先着順・無料・芸術の館友の会会員優先座席あり） 

■「アーカイブス・オブ・ヒューマニティ」上映会 
日時  ：10 月 28 日（土）、11 月 12 日（日）、26 日（日） 

10:30－17:30 繰り返し上映（上映時間約 60 分） 
※ただし 10/28（土）の 13:30～15:30 はアーティスト・トークのため上映中断 

会場  ：当館ミュージアムホール 
参加費：無料 
途中入退場自由 
制作 Co3 コンテンポラリー・ダンス・オーストラリア、舞台装置 吉本直子、Bruce McKinven, Raewyn Hill 

■ こどものイベント「ザ・バードメーカーズ・プロジェクト―同じ空の下で―」“自分の服で鳥をつくろう！“ 
日時 ：11 月 5 日（日）10:30－15:30 ※受付は 10:10 分から。お昼休憩あり。 
会場 ：当館アトリエ２ 
対象 ：小学校 3 年生～高校生とその保護者 ※小学生は要保護者同伴 
定員 ：15 人（先着順） 
参加費：500 円（材料費） 
※申込方法等詳細については、決まり次第、当館ホームページにてお知らせします。 

【交通案内】 
・阪神岩屋駅（兵庫県立美術館前）から徒歩約 8 分 
・JR 神戸線灘駅南口から徒歩 10 分 
・阪急王子公園駅西口から徒歩約 20 分 
・JR 三ノ宮駅南から神戸市バス（29、101 系統）に

て約 15 分 
・地下駐車場（乗用車 80 台収容・有料） 

■ ゆっくり解説会 
特別展「Perfume COSTUME MUSEUM」、「2023 年度コレクション展Ⅱ Welcome! 新収蔵品歓迎会」、本展の
各担当学芸員による手話通訳、要約筆記付きの解説会です。 

 

日時  ：11 月 12 日（日）13:00－14:30 ※開場は 30 分前から  
会場  ：当館レクチャールーム 
定員  ：60 名（先着順・無料） 
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【 画像使用に際しての注意事項 】 
 
○「作家名」「作品名」「制作年」「クレジット」などを 

明記してください。 
▼参考 
「作家名」 吉本直子 
「作品名」 日本語、あるいは英語 
「制作年」 ○○年 
例）日本語： 《白の棺》 2021 年 

英  語： white coffin,2021 
○作品画像の加工（着色、トリミング、文字載せなど）はでき

ません。 
○基本情報、画像使用の確認のため、ゲラ・原稿の段階で「企

画・広報担当」までお送りくださいますようお願いいたします。 
○掲載媒体を 1∼2 部、もしくは URL、同録（DVD、CD ）

を「企画・広報担当」宛にお送りください。 
○画像使用は本展覧会の紹介用のみとさせていただきます。 

●貴媒体の情報をご記入ください。                                    

○媒体名（番組・雑誌名等）                                                                                                                                                                                                                                                                                                                

○媒体種：新聞・雑誌・ミニコミ・TV・ラジオ・WEB・その他（ ）                                                                                                                        

○掲載・放送予定日：                                                                                                       ○参考 URL                                                                                                                              

○原稿確認予定日：                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                

※WEB 掲載の場合、いずれかに○をつけてください。：  コピーガード対応 可 ・ 不可   

●申請者の情報をご記入ください。                                                                                                                                                                                                                                                                                   

○貴社名：                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                               

○所在地： 〒                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                            

○ご担当者名：                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                          

○メールアドレス：                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                   

○電話番号：                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                     

広報画像申込書  

Ｅメール： press@artm.pref.hyogo.jp ／ ＦＡＸ送付先 ： 078-262-0903 
 

ご希望画像にチェックを入れ、媒体情報をご記入の上、お申込書を e-mail または FAX にてお送りください。 
申込確認に数日かかることがございます。あらかじめご了承ください。 

 

13 展覧会チラシ ７《白の棺》2021 年 
white coffin , 2021 

４《鼓動の庭》2012 年 
a Garden echoing with Heartbeats, 2012 

６《鼓動の庭》2012 年 部分 
a Garden echoing with Heartbeats , 2012, part 

５《鼓動の庭》2012 年 部分 
  a Garden echoing with Heartbeats, 2012, part 

２《地の残像》2012 年 
remains of the land, 2012 

３《地の残像》2012 年 部分 
 remains of the land, 2012, part 

1《本》2005 年 
 the book, 2005 

12「アーカイブス・オブ・ヒューマニティ」（2021 年） 
吉本直子と Co3 コンテンポラリー・ダンス・オーストラリアとの協働  
IMAGE CREDIT: ARCHIVES OF HUMANITY (2021). Co3 Contemporary  
Dance Australia. Photo: Chris Symes. 
FILM CREDIT: Filming, Direction and Editing by Jessica Russell. 
 
Archives of Humanity, 2021, Collaborative production between Yoshimoto 
Naoko and Co3 Contemporary Dance Australia 
IMAGE CREDIT: ARCHIVES OF HUMANITY (2021). Co3 Contemporary  
Dance Australia. Photo: Chris Symes. 
FILM CREDIT: Filming, Direction and Editing by Jessica Russell. 

９「ザ・バード・メーカーズ・プロジェクト」（2020 年）の様子 
吉本直子と Co3 コンテンポラリー・ダンス・オーストラリアとの協働 
 
The bird makers project, 2020 
Collaborative production between Yoshimoto Naoko and Co3 
Contemporary Dance Australia 

10「ザ・バード・メーカーズ・プロジェクト」（2020 年）の様子 
吉本直子と Co3 コンテンポラリー・ダンス・オーストラリアとの協働 
 
The bird makers project, 2020, Collaborative production between 
 Yoshimoto Naoko and Co3 Contemporary Dance Australia 

 

11「ザ・バード・メーカーズ・プロジェクト」（2020 年）の様子 
吉本直子と Co3 コンテンポラリーダンスの協働  
 
The bird makers project, 2020, Collaborative production between 
Yoshimoto Naoko and Co3 Contemporary Dance Australia 

８《白の棺》2021 年 
 white coffin, 2021 
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プレスリリース日：2023年9月6日 
2023年10月13日更新 
2023年11月1日更新 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
  
 
 

<<  取材内容  >> 

希望日時 

第1希望      年    月    日（   曜）    時   分 ～   時   分 

第2希望      年    月    日（   曜）    時   分 ～   時   分 

第3希望      年    月    日（   曜）    時   分 ～   時   分 

希望場所                                

企画内容 
 

 

カメラ撮影 
□ あり     スチール   台     ムービー   台    三脚・脚立   台 

□ なし 

取材人数       人 

取材時の代表者名  

媒体種別 □テレビ   □ラジオ   □新聞   □Web   □その他（                 ） 

媒体名  

掲載・放送予定日時 
□掲載      年    月    日（   曜）    時   分  

□放送      年    月    日（   曜）    時   分 
 

ご連絡先 

担当者名  
社名・部署名  
住所  
電話番号  
FAX  
E-Mail  

 
＊企画内容によってはご要望に沿えない場合もございますので、あらかじめご了承ください。 
＊作品の著作権保護や出展作品のクレジット確認等のため、展示風景や作品の画像使用にあたっては、紙面掲載、番組放送前に 原稿を確認させていただいて 

おります。校正段階での原稿・映像等を事前に広報専用メールへご提出ください。 
＊掲載媒体を1～2部、もしくはURL、同録（DVD、CD）をお送りください。 

 
 
 

 
 

 

 
〈取材についてのお問い合わせ〉  

兵庫県立美術館 企画・広報担当（政岡・早栗・成松） 
〒651-0073兵庫県神戸市中央区脇浜海岸通1-1-1 

TEL：078-262-0905 FAX：078-262-0903 Mail：press@artm.pref.hyogo.jp 

兵庫県立美術館 取材申込書 

取材をご希望の方は下記にご記入のうえ、 
取材希望日の3営業日前までにメールまたはFAXにてお申し込みください。 

Eメール     ： press@artm.pref.hyogo.jp 
FAX送付先  ： 078-262-0903          

 


